
※写真のお衣裳はイメージです。※写真のお衣裳はイメージです。

成人式 成人式成人式 成人式成人式

（スタイリング・着付・撮影料）

成人式前撮り・
後撮り撮影
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後撮り撮影
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当日お支度当日お支度

※事前にご予約ください。

♥お支度
♥スタイリング
♥着付け

♥お支度
♥スタイリング
♥着付け
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変わりました。変わりました。変わりました。
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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ
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祖
堂
岱
越
師
が
野
秋
村
に
創
建

　

弘
徳
院
は
永

え
い
し
ょ
う正
十
六
年

（
一
五
一
九
）、
日
本
坂
ト
ン
ネ

ル
入
口
の
野の

あ
き秋

の
地
に
創
建
さ

れ
ま
し
た
。
東
益
津
村
誌
に
は
、

そ
れ
以
前
に
も
寺
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
立
に
大
き

そ
こ
知
り

志
太物

語
な
功
績
の
あ
っ
た
開
基
、
福ふ

く
お
う翁

弘こ
う
と
く徳

居
士
は
、
在
地
の
領
主
ク

ラ
ス
の
有
力
者
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

福
翁
弘
徳
か
ら
弘
徳
院
の
寺

号
、 

野
秋
の
地
名
か
ら
野
秋
山

の
山
号
を
つ
け
、
薬
師
如
来
を

本
尊
に
開
創
さ
れ
た
の
で
す
。

　

弘
徳
院
が
開
創
さ
れ
る
二
十

年
程
前
、
坂
本
村
に
本
寺
の
林り

ん

叟そ
う
い
ん院

が
移
転
。
林
叟
院
で
育
っ

た
弟
子
達
が
次
々
と
新
し
い
寺

を
創
建
し
て
い
た
時
代
で
し
た
。

林
叟
院
始
祖
賢け

ん
ち
ゅ
う
は
ん
て
つ

仲
繁
哲
師
の

弟
子
兆ち

ょ
う
ざ
ん
た
い
ち
ん

山
岱
朕
師
（
林
叟
院
三

世
）に
は
五
人
の
弟
子
が
あ
り
、

そ
の
第
三
法
子
の
祖そ

ど
う
た
い
え
つ

堂
岱
越
師

寺
宝
・
田
中
藩
主
奉
納
の
絵
馬

久
保
山
愛
吉
・
當と

う

め目
の
岩
吉
の
墓

野
秋
の
地
か
ら
浜
当
目
へ

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九

Ｏ
）、
山
号
を
「
恵え

に
ち
ざ
ん

日
山
」
と
改

め
、
浜
当
目
虚
空
蔵
山
麓
の
末

寺
椿ち

ん
お
く
い
ん

屋
院
跡
に
移
築
。
日
本
三

大
虚
空
蔵
菩
薩
と
い
わ
れ
る
末

寺
で
あ
る
香
集
寺
の
虚
空
蔵
菩

薩
を
遷せ

ん
ざ
ほ
う
あ
ん

座
奉
安
し
ま
し
た
。
二

月
十
三
日
、
二
十
三
日
の
大
祭

に
は
、 

多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ

ま
す
。
隣
に
那な

閉へ

神
社
、
山
上

に
香こ

う
し
ゅ
う
じ

集
寺
と
い
う
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
は
正
月
二
日
に

近
隣
の
船
元
が
本
堂
に
集
ま
り
、

住
職
が
大
漁
満
足
・
海
上
安
全

の
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
に
老
中
と
な
っ
た
田
中
藩

主
本ほ

ん
だ
ま
さ
よ
し

多
正
珍
奉
納
の
絵
馬
は
、

焼
津
市
指
定
文
化
財
で
す
。
ま

た
、
死
の
灰
に
よ
っ
て
な
く
な

っ
た
第
五
福
竜
丸
の
久
保
山
愛

吉
さ
ん
の
お
墓
が
あ
り
、
毎
年

墓
前
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

清
水
の
次
郎
長
の
葬
儀
を
仕
切

っ
た
子
分
の
「
當
目
の
岩
吉
」

の
墓
も
あ
り
ま
す
。
浜
当
目
三

―
一
四
―
七　
　
（
小
嶋
良
之
）

　

焼
津
市
の
藤
ふ
じ
も
り守

水
門
橋

付
近
は
、
江
戸
時
代
に
年

貢
米
の
積
み
出
し
に
使
わ
れ

た
湊
み
な
とが
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
時
代
に
な
る

と
上
泉
の
山
下
幸
五
郎
や

土ど
ず
い瑞

の
増
田
郁
太
郎
ら
が

組
織
し
た
政
治
結
社
「
扶ふ

桑よ
う
社｣

が
大
井
川
か
ら
上

泉
水
門
を
経
て
、
新
川
運

が
野
秋
村
に
弘
徳
院
を
創
建
し

た
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
末

寺
が
十
一
ヶ
寺
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
江
戸
幕
府
よ
り
朱
印

寺
領
三
石
を
認
め
ら
れ
、
弟
子

の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
入
り
、
義
務
教
育
制

度
が
発
布
さ
れ
る
と
弘
徳
院
の

本
堂
は
誠せ

い
し
ん
し
ゃ

心
舎
と
呼
ば
れ
、
野

秋
、
吉
津
、
花
沢
、
小
浜
の
子

ど
も
達
の
仮
校
舎
教
場
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

藤
守
湊
船
着
き
場
跡

志
太
新
名
物
探
訪

河
、
田
中
川
・
藤
守
湊
に
至
る

水
利
を
利
用
し
た
通
船
事
業
が

行
わ
れ
、
荷
物
を
沖
待
ち
す
る

船
へ
魚
や
米
、
味
噌
、
塩
な
ど
を

積
み
込
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
海
道
線
が
開
通

す
る
と
営
業
不
振
と
な
り
、
大

正
半
ば
に
は
、
河
口
も
波
浪
に
よ

っ
て
閉
塞
状
態
と
な
り
、
湊
の
機

能
は
失
わ
れ
ま
し
た
。
水
門
前

に
は
、
船
着
場
跡
が
残
り
、
そ

れ
を
示
す
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
三
大
虚こ

く

ぞ

う

ぼ

さ

つ

空
菩
薩
弘こ

う

徳と

く

院い

ん

発
売
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
一
月
九
日
に
皆
様
に
お
披
露

目
と
な
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

は
池
谷
組
合
長
が
金
芽
米
に
一

目
惚
れ
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

昨
年
の
九
月
に
コ
メ
戦
略
課
を

新
設
し
、
管
内
の
ど
の
お
米
が

最
も
付
加
価
値
の
高
い
お
米
に

な
る
か
を
半
年
か
け
て
検
討
し
、

「
き
ぬ
む
す
め
」
を
選
定
し
ま

し
た
。
栽
培
方
針
の
決
定
が
田

植
え
の
時
期
を
過
ぎ
て
い
た
た

め
農
家
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た

お
米
を
こ
の
た
び
包
括
連
携
協

定
を
結
ば
せ
て
頂
い
た
東
洋
ラ

イ
ス
様
の
開
発
し
た
特
殊
な
精

米
機
を
使
っ
て
精
米
し
、
完
成

し
た
の
が
金
芽
米
で
す
。

金
芽
米
の
特
徴
は
？

　

胚
芽
の
基
底
部
だ
け
を
残
し
、

お
米
の
周
り
の
ヌ
カ
層
と
白
米

の
境
に
あ
る
「
亜あ

糊こ

粉ふ
ん

層
」
と

呼
ば
れ
る
旨
味
層
を
残
し
た
も

の
で
す
。

　

白
米
に
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
多
く
含

ま
れ
、
自
然
免
疫
力
を
活
性
化

さ
せ
る
リ
ポ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

と
い
う
成
分
が
白
米
の
約
六
倍

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ふ
っ
く
ら
と

炊
き
増
え
す
る
た
め
、
同
じ
量

で
も
一
〇
％
低
カ
ロ
リ
ー
で
健

康
に
も
良
い
お
米
で
す
。
無
洗

米
に
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
洗

う
手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、

と
ぎ
汁
が
出
ず
、
環
境
に
も
優

し
い
お
米
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

と
に
か
く
健
康
に
役
立
つ
だ
け

で
な
く
、
美
味
し
い
お
米
で
す

の
で
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
も
ら

い
、
食
べ
て
頂
き
た
い
と
各
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
で
お
披
露
目
し
て
い

ま
す
。
今
月
末
か
ら
は
農
産
物

Ｐ
Ｒ
ユ
ニ
ッ
ト
「
茶ち
ゃ
か
な

果
菜
」
に

よ
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
放
映
が
始

ま
り
ま
す
。
金
芽
米
の
増
産
に

よ
る
米
農
家
の
所
得
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
お
米
市
場
の
活

性
化
を
図
り
、
合
わ
せ
て
地
域

の
皆
様
の
健
康
寿
命
延
伸
と
環

境
の
保
全
に
役
立
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
金
芽
米
は
、
管
内
四
カ

所
の
ま
ん
さ
い
か
ん
で
お
求
め
い

た
だ
け
ま
す
。

高
付
加
価
値「
金き

ん

芽め

米ま
い

」を
発
売

健
康
・
医
療
・
環
境
に
役
立
つ
無
洗
米

堀
井 

益ま

す

美み

大
井
川
農
業
協
同
組
合

常
務
理
事

▶
虚
空
蔵
大
菩
薩
の
大
提
灯

▶
虚
空
蔵
尊
春
季
大
祭
の
告
知
板

▲本多正珍奉納の絵馬
　（焼津市歴史民俗資料館提供）

▲當目の岩吉墓碑

▲久保山愛吉氏墓碑

▲本堂

イトウシャディ

御歳暮御歳暮

株 式 会 社
結婚内祝
出産内祝
快気祝
法事引き物
記念品

全店でTポイントが
貯まる！使える！

接客・品揃え  地域 NO.1

イトウシャディ焼津店
焼津神社西 300ｍ 消防署隣り 相良バスターミナル南 300ｍ イオンタウン浜岡オサダさん隣り

〒425-0026
焼津市焼津 2-13-10

営業時間
定 休 日

10：00-18：00
毎週水曜日

TEL.054-626-4800
FAX.054-626-3977

イトウシャディ吉田店
〒421-0301
静岡県榛原郡吉田町住吉 1386-6

営業時間
定 休 日

10：00-18：00
毎週水曜日

TEL.0548-33-0110
FAX.0548-33-0109

イトウシャディ相良店

イトウシャディは

全部で 4店舗！

〒421-0523
静岡県牧之原市波津 828-1

営業時間
定 休 日

10：00-17：45
毎週火・水曜日

TEL.0548-52-2689
FAX.0548-52-1120

贈り物専門店 おっくる浜岡店＆
生活雑貨 プティクラージュ
〒437-1612 静岡県御前崎市池新田 5832-1
イオンタウン浜岡内

営業時間
定 休 日

10：00-19：00
毎週水曜日

TEL.0537-86-8015
FAX.0537-86-8339

12月9日・10日は
　Tポイント5倍
11月30日まで

早期割引実施中
TEL・FAX注文承ります
集金・振込OK

とってもお得な
イトウシャディネット会員募集中

シャディギフトモール⇒メニュー
⇒MY ショップ登録か新規会員登録

イトウシャディ焼津店 or 今シャディの
ネット会員にご登録
していただけると、
5,000円以上の

お買い物で500円
使えるクーポン

プレゼント
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川中島八兵衛碑川中島八兵衛碑

藤枝順心高校

OSADA

常泉寺跡常泉寺跡

ブックオフ藤枝店

ジャンボエンチョー

池谷勘右衛門家代々の墓と円良寺池谷勘右衛門家代々の墓と円良寺

神明宮神明宮

西向き地蔵

エディオン

西高橋

瀬戸川堤の
道祖神

瀬戸川

内瀬戸谷川

東海道本線

BiVi藤枝

スーパー
田子重

藤枝駅

宗乗寺

若宮八幡宮静岡県武道館

江﨑書店駅南

万太夫家の稲荷社

交番

清兵衛地蔵
日切りの地蔵尊
清兵衛地蔵

日切りの地蔵尊

庚申塚と
恵比寿松

松寿寺松寿寺

津島神社津島神社

月夜見神社 栄昌寺 高洲地区交流センター

高栁神社 道標東海道新幹線 シェルGS

ローソン

八幡宮八幡宮養源院

岡嵜四郎義実の
供養碑
岡嵜四郎義実の
供養碑

庚申塔

住友ベークライト
静岡工場

パチンコタイホー
藤枝店

清林寺藤枝明誠高校　　

県立
藤枝特別支援学校

栃
山
川

高洲地区郷土の歴史愛好会が、平成12年、時代
と共に失われつつある地域の歴史遺産を残して
いこうと作成したものです。これまで、４版の改
版を重ね、イラストは、谷澤靖策さんが担当しま
した。今回ご紹介したのは、その中の一部です。
今年度版からは、高洲地区交流センターの助成
も得て、地域や希望者に配布しています。連絡は、
高洲地区交流センター／ 054-635-1458まで。

取材資料協力／高洲地区郷土の歴史愛好会・谷澤靖策氏・高洲地区交流センター

高洲地区歴史探訪マップ

祭 神 は 天
あ ま て ら す お お み か み

照 皇 大 神 と
豊
とようけのおおかみ

受 大 神 で、 延 享 元 年
（1744）造立の棟札があり

ます。また、参 道の両脇
最初の石灯籠は、文化13年

（1816）池谷勘右衛門が奉献した石灯籠です。

神
し ん め い ぐ う

明 宮❶
岡嵜四郎義実は、源頼朝
が伊豆で挙兵の際、一族
を挙げて助け頼朝を守っ
て房総に逃れ、正治２年
89歳で 没しました。その
子孫がこの地に隠れたと伝えられています。

岡
お か ざ き し ろ う よ し ざ ね

嵜 四 郎 義 実 の 供 養 碑⓯

田中藩の御用達となった
豪商、池谷勘右衛門家代々
の墓が円良寺にあります。
円良寺には、戦国大名今
川氏親の母、義元の次男
彦四郎、上

か ず さ の す け

総之介氏親の３人の位牌があります。

池
い け が や か ん え も ん

谷勘右衛門家代々の墓と円
えんりょうじ

良寺❷
兵太夫北ふれあい広場の
南側新幹線横にあります。
外
と む ら

村万太夫別家の稲荷社
と言われています。地の神
と稲荷を合祀し、 今は清水
氏の家で管理されています。

万
ま ん た ゆ う

太 夫 家 の 稲 荷 社⓰

川 の 氾 濫 から難 を免 れ、
救われたという伝承があり
ます。地蔵菩薩の左右に
男神像女神像があり、悪
病退散、 五穀豊積、水防、
家には子孫の繁栄をと拝む人が多くいます。

瀬 戸 川 堤 の 道
ど う そ じ ん

祖 神❸
安永５年（1776）の創立と
いわれ、祭神は素

すさのおのみこと

戔鳴命
でお天王さんと呼ばれてい
ます。明治12年（1879）に
村社となりました。例祭は
８月の第２日曜日に行われます。

津
つ し ま

島 神 社⓱
創 立 は 不 明 で 祭 神 は
誉
ほんだわけのみこと

田別命、事
ことしろぬしのみこと

代主命。築
地上村内に若宮さんと西
宮さんを産

うぶすながみ

土神として祀っ
ていましたが、水害などで
明治19年に若宮八幡宮に合祀されました。

若
わかみや

宮 八 幡 宮❻
庄屋石上清兵衛は田中藩に減
免を願い出て茶屋河原で処断
されました。その清兵衛地蔵、
日切り地蔵尊、茶屋河原地蔵
尊、こうせん婆さんも安置され、
今も例祭を行っています。

清
せ い ベ え

兵 衛 地 蔵・ 日
ひ ぎ

切 りの 地 蔵 尊❾
用伝寺という真言宗の寺
院でしたが、兵 火により
全焼し、天正元年（1573）
に堂宇を再建、曹洞宗の
高
こうりゅうざん

柳 山 養源院となりまし
た。義農清兵衛の木像が堂内に安置されています。

養
ようげんいん

源 院⓬

この場所は、内瀬戸谷川
にかかる橋のたもとにあ
り、築地上村の共同墓地
で、昔から向い河原と言い
伝えられて居るところです。
お地蔵様は西方極楽浄土を望んでいます。

西 向 き 地 蔵❹
高岡４丁目14番 の栃山川
の堤防沿いの細い歩道と
歩道の合流点にあって、木
柱は昭和61年建立されま
した。毎年８月16日には地
区の人達で例祭がおこなわれています。

川
か わ な か じ ま は ち ベ え ひ

中 島 八 兵 衛 碑⓲
この付近を西の宮と言い、
庚申塚と老松が２本ありま
した。その松の根本に石
の祠の恵比寿様が祀られ、 
恵比寿松といわれていまし
た。馬

ば と う か ん の ん

頭観音も並んでいます。

庚
こうしん

申 塚 と 恵
え び す

比 寿 松❼
源頼朝の家臣、岡嵜四郎
義実が開基とされ、真言
宗の賢

けんちゅうぼう

仲坊というお寺でし
た。寛永2年（1625）に曹
洞宗寺院となり、寺名は前
庭にあった松に由来すると云われています。

松
しょうじゅ

寿 寺❿
昭 和７年（1932）3月建 立
された東西南北の方向を
示す朱書きの道標がありま
す。主要道路の交差点に
は昔から道しるべが立って
いました。

道
どう

　 標
ひょう

⓭

曹洞宗 洞雲寺末で志太新
西国三十三番観世音霊場
の内17番札所の常泉寺が
ありました。ここの康申塔
は市内で2 番目に古く、お
墓とお地蔵様が残っています。

常
じょうせんじ

泉 寺 跡❺
八幡の八幡宮から分霊して、
切島の守護神として祀った
ものです。祭神は誉田別命

（応
おうじん

神天皇）。切島町内で
は日露戦争以来戦死者が
無いのは八幡様のご守護といわれています。

八
はちまんぐう

幡 宮❽
新しく昭和52年（1977）に
建立されたものです。庚申
講は、２ヶ月に１回、かの
えさるの日に庚申像の掛け
軸を掲げて、村人が夜遅く
まで話し合う習慣です。

庚
こうしんとう

申 塔⓫
高栁上の大明神と切島の
八幡神社を大井神社に合
祀し、明治44年に高栁神
社となりました。祭神は、
品
ほ む だ わ け の み こ と

陀 和 気命（ 八幡 神 社 ）
と弥

み づ は の め の み こ と

都波能売命（大井神社）です。

高
たかやなぎ

栁 神 社⓮

藤枝の高洲北エリアを

散策しよう！
奈良時代の木

もっかん

簡に高柳郷の記載が見ら
れるように、この地域は早くから開けた
地域でした。今回のむるぶでは、高洲地
区郷土の歴史愛好会が発行している「高
洲地区歴史探訪マップ」を参考に、高洲
地域の新幹線から北のエリアを取り上げ
ました。東海道線から北側が築

つい じ

地地区、
南側の新幹線までがおおまかに高柳地
区です。地図上のわかりやすさを考えて、
新幹線を基準に南北に分けました。
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム 054-635-4651
薮崎新聞店 054-629-2002 
長倉新聞店 054-629-1220
塩川新聞舗 054-629-2055
土井新聞店 054-622-0632
大井川新聞販売 054-662-2211

江﨑新聞店 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社 054-641-0053
いけたに新聞店 054-643-1000
太田新聞店 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの防寒対策を教えて下さい
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは ものもらい でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　12月5日㈫
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

當目の岩吉は誰の子分？

　〇〇〇〇〇（5文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントし
ます。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　11月号の志太方言辞典は、読者の皆様の反響がとて
も多くて、前回の特集記事を希望されるお電話も多く
いただきました。全ての言葉が分かるという方も結構い
らして、まだまだ方言が現役であることがわかりました。
個人的には「みるい」が気に入っています。この特集で
方言だと知ったという方もありました。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 18-23（共立アイコム内）



12月の休日緊急医

小児科
・

3日（日） 10日（日） 17日（日） 23日（祝） 24日（日） 29日（金） 30日（土） 31日（日） 3日（日） 10日（日） 17日（日） 23日（祝） 24日（日） 29日（金） 30日（土） 31日（日）

5

（内・小）櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
（内）鈴木内科医院
（茶町四）

�644･6960

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

（小）高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021
（内）ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（内）ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（内）水上内科クリニック
（高柳二）

�634･1200
（内・小）入交医院
（大手二）

�641･0135

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230
（内）鈴木循環器クリニック
（高柳四）

�634･3131
（内・小）板倉医院
（田沼四）

�636･0881

水守Ｂ整形外科
（水守三）

�645･7900

（内・小）柴田医院
（藤枝四）

�641･0127

（内・小）横山消化器内科
（焼津市下小杉）
�622･0045
（小）小林小児科
（前島一）

�635･2620

いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

（内）いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

（内・小）みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670
（内）すみや脳神経クリニック
（本町二）

�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（内）花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

※
通
常
の
診
療
を
行
っ
て
い
る

　

診
療
所
も
あ
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ま
す
。

　

詳
し
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は
、直
接
、各
診
療
所
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
を
行
っ
て
い
る

　

診
療
所
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、直
接
、各
診
療
所
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（小）小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800
（内）青島北クリニック
（瀬古二）

�647･7707

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

（内・小）にわ医院
（藤岡一）

�645･2800

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）
�629･5566

二宮歯科医院
（岡部町内谷）
�667･0145

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

服部歯科医院音羽町診療所
（音羽町三）
�644･2256

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805
（精）藤枝駿府病院
（小石川町二）
�641･3788

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

細井歯科
（高洲）

�636･6731

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

村松歯科医院
（本町二）

�641･1430

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001

和田歯科医院
（駅前二）

�641･0860

井口歯科
（駅前三）

�645･4182
岡本歯科医院
（岡部町内谷）
�667･3735

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）

�645･3387
ホワイト歯科クリニック
（築地）

�644･8148

（皮・形）おおたき医院
（高洲）

�631･4167

若林歯科医院
（水上）

�644･4646

ふたば歯科医院
（瀬戸新屋）
�643･6116
時ヶ谷歯科クリニック
（時ヶ谷）

�644･9300


